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やクレゾール類のようなフェノール性物質を分泌する種がある (Mooreand Wallbank 
1968. Schidknecht et a1. 1968. Eisner 1970)，分泌物の性状，貯蔵嚢の状態，分泌機機
等で科あるいは属で共通性がありそうである. 食肉類 Adephagaのゴミムシ類と異なる

































マトグラフィーは目立 KGL-2A形を用いて長さ 2mのカラムにカーボワ vクス4∞0を
















moωiczi MORAW'ITZ， ヒメクロオサムシ Carabusotacu/us PUTZEYS，ヤコンオサムシ
Aρotomoρterus yaconinus BATES，マイマイカプリ Damasterb/aρ>toides KOLLAR，カワ
チマルクピゴミムシ Nebria/ewisi BATES， ヒョウタンゴミムシ Scaritesaterrimus 
MORAWITZ，ヨツボシミズギワゴミムシ Bembidionmorawitzi CSIKI，ツマキミズギワゴ
ミムシ Bembidionsemi/unium NETOLlTZKY，カワチゴミムシ Di〆ousca/igatus BAT回，
オオゴミムシ Lesticusmagnus MOTSCHULSKY， コガシラナガゴミムシ Pterostichus
microceρ加:/usMOTSCHULSKY (Pterostichus spp.は多数供試).キアシツヤヒラタゴミ




Chlaenius praefectus BA TES アオヘリアオゴミム、ン
C. stoliatus ROSSI ツヤキベリアオゴミムシ
C. palliPes GEBLER アオゴミムシ
C. abstersus BA TES エピアカガネゴミムシ
C. virgulifer CHAUDOIR アトワアオゴミムシ
C. naeviger MORA WlTZ アトボシアオゴミムシ
C. Postica/is MOTSCHULSKY キポシアオゴミムシ
C. inops CHAUDOIR ヒメキベリアオゴミムシ
C. variicornis BA TES コガシラアオゴミムシ
C. noguchii BA TES ノグチアオゴミムシ
Callistoides de/iciolus BATES ヒトツメアオゴミムシ














セスジヒラタゴミムシ Agonumdaimio BAT回，マルガタゴミムシ Amaracha/cites 
DEJEAN.ゴミムシAnisodacty/ussignatus PA~ZER. クピアカツヤゴモクムシTrichotichus
/ongitarsis MORAWITZ.オオゴモクムシ O帥onuscaがtoMORAWITZ， (0帥onusSpp.は
数種供試)， アカアシマルガタゴモクムシ Har如/ustinctu/us BAT回，ヤホシゴミム
シ Lebidiaoctoguttata MORAWITZ. プタホシスジパネゴミムシ P/anetesρuncticeps
ANDREWES，オオクピボソゴミムシ Ga/erite//ajaρonica BATES， ミイデラゴミムシ











色調は内容物によっており，球形に近い時は貯蔵内容物が充満しているく第 1 図 3~ 5). 
この貯蔵嚢の周囲に接して乳白色の腺細胞組織がある.これは場所により厚薄が見られる
が，厚い所は， 100μ 位はある.この組織が生成場所となっているようである.貯蔵嚢の

























Rfl) 色2) 政光度3) 保持待Z問11D。nm 
虫体抽出物 0.50 赤 275 175 
オルソクレゾール 占師 0.57 燈 274.5 120 
メタクレゾ -Jv 。9凹・ 0.50 赤 275 175 
パラクレゾール 0.52 赤僅 280 170 








4)ガスタロマトグラフィー.カラム 2m，ヵーボワックス 4，α)()，He 0.5 kgjcml流圧，1250C 
(カラム憎)， 1850 (試料室〉












識別できる. Eisner et al. (1963) は Ch/aeniuscordico/lisで， Schildknecht et a1. 
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(1968)は Chlaeniuschrysocet加/usC. festivus， C. tristus， Panagaeus biがstu/atus








してサリシルアルデヒドはカタピロオサムシ類 Calosomaspp.で (Eisneret al. 1963， 
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